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　３月１日から全国の市区町村の窓口で本
籍地以外の戸籍証明書等が請求できるよう
になります。
対　本人・配偶者・直系尊属（父母・祖父
母）・直系卑属（子・孫）
持　顔写真付き本人確認書類（運転免許証・
マイナンバーカード・パスポートなど）
※郵送や代理人による請求はできません。
　詳しくは、町ホームページをご覧くださ
い。
問　住民課＊２１１１

戸籍証明書等の
   　　　広域交付
戸籍証明書等の
   　　　広域交付

　埼玉県収入証紙は、３月末で利用できなくなります。
　お手元に未使用の証紙（汚損、毀損した証紙を除く）を保有
される方は、令和10年12月末までは、証紙を返還して証紙代金
の還付を受けることができます。
　埼玉県収入証紙の返還をご希望の際は、「埼玉県証紙返還・
証紙代金還付申請書」をご記入のうえ、証紙とともに埼玉県出
納総務課へ郵送または持参してください。なお、証紙代金の還
付は口座振込となります。
　詳しくは、埼玉県ホームページをご覧ください。

問　埼玉県出納総務課蕕８３０－５７１４

埼玉県収入証紙代金の
　　　　  還付申請について
埼玉県収入証紙代金の
　　　　  還付申請について

４月から役場の組織を
　　　　　一部変更します
４月から役場の組織を
　　　　　一部変更します

　町の事業の進捗や社会情勢の変化に沿った対応を
行うため、以下のとおり都市計画課と健康増進課の
組織を一部変更します。  
　なお、廃止される係・担当で行っていた業務につ
いては、引き続き同じ課で行います。

都市計画係
公園緑地係
区画整理係

都市計画課

健康管理係
保健予防係

ワクチン接種推進担当

健康増進課

都市計画係

公園緑地係

都市計画課

■問　企画課＊２２１６

健 康 増 進 係

保 健 予 防 係

健康増進課

2024伊奈町キャッシュレス決済
キャンペーンを実施します
2024伊奈町キャッシュレス決済
キャンペーンを実施します
　物価高騰による影響の負担軽減と、町内事業者の
活用を促進して地域活性化を図るため、キャッシュ
レス決済でお支払いをした方へポイントなどを還元
するキャンペーンを実施します。
内　町内参加店舗で対象のキャッシュレス決済を使
用してお支払いをした場合に、決済金額の30％をポ
イントなどとして還元
実施期間▶３月１日㈮～31日㈰
１回のお買物での還元上限額▶3,000円相当
期間中の還元上限額▶20,000円相当（対象のキャッ
シュレス決済ごと）

対象のキャッシュレス決済▶ａｕＰＡＹ（コード払
い）、ｄ払い

※上記は、状況により変更となる場合があります。
※予算額に達した場合は、早期終了することがあり
ます。

※対象店舗など詳しくは、ａｕＰＡＹ、ｄ払いのア
プリ内でご確認ください。

問　伊奈町商工会蕕７２２－３７５１

が埼玉県下第１位、平成22年10月の人口増加率が
埼玉県下第１位で全国でも第５位となるなど、人
口増加の一途をたどりました。
　その要因はさまざまであると考えますが、例え
ば、昭和58年のニューシャトル開通、平成18年の
大型商業施設オープン、そして住宅環境の整備、
学校や病院など公共施設の充実などが挙げられる
でしょう。
　今日まで順調に人口が増加してきた当町です
が、冒頭で述べましたとおり、今年１月１日時点
での対前年比の人口が、町制施行以降初めて減少
しました。人口減少の問題は、当町に限らず、少
子化対策として国を挙げて取り組むべき喫緊の課
題であります。現状をしっかりと受け止め、知恵
を絞りながら、「子育てしやすい環境づくり」や
「誰もが安心して暮らせるまちづくり」を目指す
とともに、伊奈町の持つ魅力をこれまで以上に町
内外の皆さまへ発信してまいります。

　町制施行以降初めて、当町の
人口が減少しました。今年の１
月１日の人口は45,045人、昨年
の１月１日時点では45,221人で

したので、176人減少したことになります。当町
が昭和45年に町制施行して以来、対前年比で人口
が減少したのは初めてのこととなりますので、今
回は「伊奈町の人口の推移」についてお伝えしま
す。
　当町の人口が１万人を超えたのは昭和45年９
月、その２か月後の11月に町制施行を実施しまし
た。以降毎年人口が増加し、２万人を超えたのが
昭和55年３月、3万人を超えたのが平成７年11
月、そして４万人を超えたのが平成19年12月にな
ります。埼玉県施行による北部の区画整理事業や
町施行による中部の区画整理事業を実施したこと
で都市基盤の整備が進み、平成20年前後に人口が
急増しました。そして当町は、平成21年の出生率

町長コラム

町の人口の推移

伊奈町ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）
　昨年一年間に、伊奈町ふるさと応援寄附金として、日本全国からたくさんのご寄附をいただきましたの
で、その使い道別の寄附件数と寄附金額を報告します。
　ご寄附をいただきました皆さまに、心より御礼申し上げます。いただいた寄附金は、ご寄附をされた方
が希望する使い道に沿った事業に活用させていただきます。

♥支援型自動販売機設置14事業所から、バラの苗15株をバラの町推進に役立ててほしいとご寄附がありま
した。バラは、町で大切に育ててまいります。
♥伊奈町企業防災連絡協議会から、令和６年能登半島地震による被災地の復興に役立ててほしいとご寄附
がありました。いただいた寄附金は日本赤十字社を通じて、被災地の支援に充てられます。

ありがとうございました

　今後も、皆さまに愛され誇れる町であり続けられるよう、「ずっと住みたい　緑にあふれた　キラキラ
光る　元気なまち」を目指して、取り組んでまいります。引き続き、ご支援くださいますよう、よろしく
お願いします。 ■問　企画課＊２２１６

　　　　　　　　　　　　　　 使い道 寄附件数合計 寄附金額合計 
①健康で長生き！なまちづくり 154 4,470,000
②伊奈町は若い町！子育て世帯に優しいまちづくり 218 3,877,000
③子どもたちが安心して学習できるまちづくり 236 4,362,000
④バラで伊奈町をPR！バラのまちづくり 65 869,000
⑤伊奈備前守忠次公って知ってる？観光のまちづくり 33 342,000
⑥国際交流で誰にとっても住みやすい町！多様性のあるまちづくり 20 266,000
⑦新型コロナウイルス感染症対策関連事業 11 140,000
⑧町長におまかせ 436 7,400,000
　　　　　　　　　　　　　 　 総　計 1,173 21,726,000

（円）

　㈱東栄が発行した埼玉りそな寄贈型CSR私募債※を活用し、埼玉りそな銀行上尾支店から小針北小学校
に、逆上がり補助板、グロッケン、グロッケンスタンド、クラベスのご寄附をいただきました。
　児童の継続的な学習を維持するため、大切に使用させていただきます。
※地域貢献ニーズのある企業が私募債を発行し、埼玉りそな銀行が受領する私募債発行手数料の一部を、学校
などに寄附・寄贈を行う事業のこと。

私募債による寄附
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